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小規模な噴火は，影響が及ぶ範囲は限定的であるものの，火口近傍では甚大な














































群は約 16,000 年前以降から約 5,900 年前以降の熊倉軽石噴火までマグマ噴火を
断続的に発生し，以降は現在まで水蒸気噴火を繰り返している．本白根火砕丘群
の古本白根火砕丘は約 10,400 年前以降，鏡池火砕丘は約 4,800 年前，鏡池北火
砕丘は約 1,300～1,500 年前以降にマグマ噴火により形成され，鏡池火砕丘は約
2,000 年前以降に水蒸気噴火を複数回発生している． 

















2018 年噴火が 2 つのフェーズ，すなわち，噴火開始時に表層の火砕丘構成物を
破壊することで火口を開口した初期フェーズと，より深部の熱水変質帯由来の
変質鉱物を大量に放出した主フェーズからなることが明らかとなった． 
第 7 章では，第 1 章から第 6 章までを総括し，完新世の噴火活動場と噴火様
式の時空間的変遷についてまとめた．本研究により，草津白根火山では，各火砕
丘がマグマ噴火を終了してから水蒸気噴火が卓越し始めるまでには約 1,000～
3,000 年間程度のタイムギャップがあることが明らかとなった．このタイムギャ
ップは，上昇率が低下し噴火能力を失ったマグマが熱および揮発性成分を供給
することで地下浅所に熱水系・熱水変質帯を数千年間かけて成熟させ，水蒸気噴
火を繰り返す熱水系卓越火山が形成されるというモデルで説明できる． 
